
１
．
研
究
の
動
機
・
方
法

　

京
都
五
山
の
僧
侶
桃
源
瑞
仙
（
1430
～
1489
）
の
著
作
『
史
記
抄
』

（
文
明
九
年
1477
成
）
は
、
冒
頭
の
一
部
（
周
本
紀
第
四
ま
で
）
は
牧
中

梵
祐
の
講
義
に
基
づ
く
も
の
の
、
桃
源
に
よ
る
所
謂
前
記
抄
物

の
代
表
的
存
在
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
な
い
。

　

所
が
、
所
謂
後
記
抄
物
の
代
表
た
る
維
高
妙
安
の
『
玉
塵
』

（
玉
塵
抄
）
に
つ
い
て
は
、
専
ら
こ
れ
を
対
象
と
し
た
研
究
書

が
複
数
あ
り
（
出
雲
朝
子
氏
『
玉
塵
抄
を
中
心
と
す
る
室
町
時
代
語
の

研
究
』、
山
田
潔
氏
『
玉
塵
抄
の
語
法
』）、
同
じ
抄
者
の
『
詩
学
大

成
抄
』
に
も
柳
田
征
司
氏
の
大
著
（『
詩
学
大
成
抄
の
国
語
学
的
研

究
』）
が
あ
る
の
に
対
し
て
、『
史
記
抄
』
に
は
こ
れ
を
中
心
に

論
じ
た
著
書
が
存
在
し
な
い
。
臆
測
だ
が
、
亀
井
孝
・
水
沢
利

忠
両
氏
に
よ
る
『
史
記
桃
源
抄
の
研
究
』（
日
本
学
術
振
興
会
1965
～

1973
）
が
「
本
文
篇
」
と
あ
る
た
め
、
亀
井
氏
に
よ
る
「
研
究
篇
」

が
続
刊
さ
れ
る
と
期
待
さ
れ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
周
知
の
通
り

「
研
究
篇
」
は
終
に
刊
行
さ
れ
な
い
ま
ま
で
あ
る
。

　
『
史
記
抄
』
の
言
語
に
つ
い
て
考
え
る
方
向
は
い
く
つ
か
考

え
ら
れ
る
が
、
本
稿
で
「
語
彙
」
に
焦
点
を
絞
っ
た
の
は
次
の

例
に
出
合
っ
た
の
を
機
縁
と
す
る
。

　
　

・
イ
ク
サ
ヲ
キ
ラ
ウ
テ
、
帯
ト
キ
ヒ
ロ
ケ
テ
イ
タ
ソ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
10-

49
ウ
11
）

　
　

・
縦　

ス酒
ト
ハ
、
帯
ト
キ
ヒ
ロ
ケ
テ
、
大
酒
ヲ
飲
テ
イ
タ

ソ
。（
12-

27
オ
４
）

　
「
帯
解
き
広
げ
」
は
苗
村
丈
伯
の
『
世
話
用
文
章
』（
元
禄

五
1692
刊
、
３
巻
）
で
始
め
て
知
っ
た
語
で
あ
る
。
上
巻
13
丁
裏
の

「
狼
狽
昌
披
」
を
「
う
ろ
た
へ
、
お
び
と
き
ひ
ろ
げ
」
と
読
ま

せ
、
上
欄
に
火
事
場
か
ら
逃
げ
出
す
男
の
絵
、
帯
は
解
け
て
手

中
に
あ
る
。

　
「
だ
ら
し
な
い
」
姿
と
い
う
意
味
で
は
同
じ
だ
が
、『
史
記

抄
』
の
語
例
が
無
為
に
自
堕
落
な
さ
ま
で
あ
る
の
に
比
べ
て
、

『
世
話
用
文
章
』
で
は
慌
て
ふ
た
め
い
て
走
る
様
で
あ
る
。
行

動
の
有
無
と
い
う
点
で
対
照
的
で
、
こ
れ
を
も
意
味
変
化
と
呼

ぶ
と
す
れ
ば
、
中
世
か
ら
近
世
へ
と
至
る
200
年
程
の
間
で
生
じ

た
も
の
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
元
禄
時
代
で
す
ら
「
世
話

（
俗
語
）」
で
あ
っ
た
語
が
、
早
く
『
史
記
抄
』
に
存
在
す
る
こ

中
世
語
彙
資
料
と
し
て
の
『
史
記
抄
』

田　

籠　
　
　

博
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と
に
興
味
を
引
か
れ
、
そ
の
語
彙
の
性
格
に
つ
い
て
総
体
的
な

観
点
か
ら
調
べ
て
み
よ
う
と
考
え
た
の
で
あ
る
。

　

上
に
引
い
た
「
帯
解
き
広
げ
」
の
例
は
、
い
ず
れ
も
『
日
本

国
語
大
辞
典　

第
二
版
』（
以
下
、「
日
国
」
と
略
称
す
る
。）
に
は

載
っ
て
い
な
い
。『
史
記
抄
』
よ
り
50
年
後
の
『
蒙
求
抄
』（
1529

頃
）
か
ら
初
出
例
（
意
味
は
『
史
記
抄
』
に
近
い
。）
が
採
ら
れ
て

い
る
。
そ
こ
で
『
史
記
抄
』
に
存
す
る
語
が
日
国
で
ど
の
よ
う

な
形
で
用
例
と
な
っ
て
い
る
か
を
調
べ
、
そ
れ
を
通
し
て
『
史

記
抄
』
の
語
彙
資
料
と
し
て
の
性
格
を
探
る
こ
と
が
で
き
る
の

は
な
い
か
と
考
え
た
。

　

冊
子
体
の
辞
書
で
は
容
易
で
な
い
が
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
さ

れ
た
日
国
で
は
、
ど
の
項
目
に
『
史
記
抄
』
の
用
例
が
あ
る
か

を
容
易
に
知
り
う
る
。
具
体
的
に
言
う
と
、
大
学
附
属
図
書
館

の
Ｈ
Ｐ
か
らJapanK

now
lege Lib

へ
入
り
、
日
国
を
対
象
に

検
索
・
抽
出
の
作
業
を
行
っ
た
。

　

な
お
、『
史
記
抄
』
例
文
の
所
在
は
、
普
及
の
便
を
考
慮
し

て
岡
見
正
雄
・
大
塚
光
信
編
『
抄
物
資
料
集
成
』
第
１
巻
（
清

水
堂
出
版
1971
）
の
古
活
字
本
に
よ
っ
て
示
し
た
。

２
．
日
国
用
例
の
出
典
と
し
て
の
『
史
記
抄
』

　

前
記
の
方
法
に
よ
り
、
主
な
室
町
時
代
語
資
料
と
、
他
の
代

表
的
な
文
献
か
ら
日
国
が
ど
れ
ほ
ど
の
用
例
を
引
い
て
い
る
か

を
知
る
た
め
に
、
文
献
名
で
検
索
す
る
と
次
の
結
果
を
得
た
。

『
日
国
』
所
見
文
献
名
の
項
目
数
（
親
見
出
し
と
子
見
出
し
の
合
計
）

　

史
記
抄　
　
　
　

三
、〇
六
八　
　

万
葉
集　
　

八
、四
〇
四

　

毛
詩
抄　
　
　
　
　

八
〇
五　
　

源
氏
物
語
一
一
、三
八
五

　

玉
塵
抄　
　
　
　

二
、三
一
一　
　

枕
草
子　
　

三
、四
一
九

　

中
華
若
木
詩
抄　

一
、一
九
二　
　

今
昔
物
語　

四
、三
九
六

　

虎
明
本
狂
言　
　

三
、六
八
六　
　

平
家
物
語　

七
、五
七
三

　

天
草
本
平
家
物
語　

九
〇
三　
　

徒
然
草　
　

二
、三
八
一

　

天
草
本
伊
曽
保　

一
、〇
二
四　
　

太
平
記　
　

九
、二
〇
四

　

数
字
は
用
例
数
で
は
な
く
、
文
献
名
が
現
れ
る
項
目
数
で
あ

る
。
一
項
目
に
複
数
の
用
例
が
あ
る
（
助
詞
「
に
」
に
は
徒
然
草

が
20
例
も
あ
る
。）
ほ
か
、
次
の
よ
う
な
注
意
が
必
要
で
あ
る
。

　

中
世
資
料
の
う
ち
『
毛
詩
抄
』
は
古
活
字
本
・
京
大
十
冊

本
・
両
足
院
本
の
合
計
で
あ
る
。
ま
た
、『
万
葉
集
』『
徒
然

草
』『
太
平
記
』
な
ど
に
は
同
書
名
を
含
む
近
世
文
献
が
少
な

か
ら
ず
あ
る
。
そ
れ
ら
は
気
づ
い
た
限
り
は
除
外
し
た
が
完
全

で
は
な
い
。
従
っ
て
、
数
字
は
あ
く
ま
で
用
例
の
多
寡
を
う
か

が
う
た
め
の
目
安
で
あ
る
。

　

と
も
あ
れ
、『
万
葉
』
や
『
源
氏
』、
あ
る
い
は
『
今
昔
』『
平

家
』
ほ
ど
で
は
な
い
に
し
て
も
、『
史
記
抄
』
が
『
玉
塵
抄
』

や
『
虎
明
本
狂
言
』
と
並
ん
で
室
町
時
代
の
語
彙
資
料
と
し
て

多
数
の
引
例
が
あ
り
、
重
要
な
位
置
に
あ
る
こ
と
は
伺
え
る
で

あ
ろ
う
。

　

な
お
、
一
般
に
は
室
町
時
代
語
資
料
と
し
て
論
じ
ら
れ
る
こ
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と
の
多
く
な
い
太
平
記
の
数
字
は
、
筆
者
に
は
意
外
な
事
実
で

あ
っ
た
こ
と
を
附
記
し
て
お
く
。

３
．『
史
記
抄
』
を
出
典
と
す
る
用
例
の
分
類

　

一
般
に
、
辞
典
の
用
例
の
在
り
方
に
は
、
い
く
つ
か
異
な
る

意
味
が
あ
る
。
歴
史
主
義
の
立
場
か
ら
初
出
例
（
最
古
例
）
を

優
先
す
る
方
針
も
あ
れ
ば
、
語
釈
を
裏
づ
け
る
の
に
有
益
な
例

を
先
立
て
た
り
、
著
名
な
文
学
作
品
に
お
け
る
例
を
重
視
す
る

立
場
も
当
然
考
え
ら
れ
る
。
日
国
の
凡
例
に
よ
る
と
、
初
出
例

を
採
る
と
し
な
が
ら
他
の
方
針
も
併
用
し
て
い
る
か
ら
、
や
や

曖
昧
で
あ
る
。

　

今
回
の
調
査
で
は
、
日
国
に
載
る
『
史
記
抄
』
の
用
例
を
総

て
当
た
り
、
四
つ
の
型
に
分
類
し
た
。

　
　

★
単
独
例　
『
史
記
抄
』
の
み
で
立
項
さ
れ
て
い
る
も
の
。

　
　

◎
初
出
例　
『
史
記
抄
』
が
初
出
例
で
あ
る
も
の
。

　
　

○
最
初
例　
『
史
記
抄
』
が
意
味
項
目
の
初
出
例
で
あ
る

も
の
。

　
　

・
一
般
例　
『
史
記
抄
』
が
一
例
に
過
ぎ
な
い
も
の
。

　

結
果
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
数
字
は
項
目
数
で
、
複
数
の
用

例
を
も
つ
項
目
で
は
一
例
で
も
最
初
例
が
あ
れ
ば
そ
れ
に
分
類

し
た
。
対
照
す
る
た
め
に
『
徒
然
草
』
に
つ
い
て
も
同
様
の
調

査
を
行
っ
た
の
で
並
記
し
て
お
く
。
括
弧
内
は
百
分
比
で
あ
る
。

　
『
史
記
抄
』
★
152（
5.0
）
◎
1237（
40.3
）
○
409（
13.3
）
・
1270（
41.4
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

計
3068

　
『
徒
然
草
』
★
69（
3.9
）
◎
179（
7.8
）
○
219（
9.6
）
・
1825（
79.6
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

計
2292

　
『
徒
然
草
』
の
総
計
が
前
表
よ
り
大
幅
に
少
な
い
の
は
、
類

名
書
の
排
除
が
完
全
で
な
い
可
能
性
が
あ
り
、
ま
た
語
釈
中
の

解
説
に
書
名
が
し
ば
し
ば
現
れ
る
た
め
で
も
あ
る
。

　

と
も
あ
れ
、
比
較
す
れ
ば
、
日
国
に
お
け
る
引
例
の
在
り
方

が
明
ら
か
に
異
な
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。『
史
記
抄
』
が

一
般
例
に
匹
敵
す
る
だ
け
の
初
出
例
を
も
つ
の
に
対
し
て
、

『
徒
然
草
』
は
一
般
例
が
80
％
近
く
を
占
め
、
初
出
例
、
最
初

例
が
一
桁
の
比
率
で
し
か
な
い
。
こ
の
数
字
の
相
違
は
日
国
が

二
つ
の
文
献
を
ど
の
よ
う
に
利
用
し
て
い
る
か
を
示
す
も
の
で

は
あ
る
が
、
結
果
的
に
そ
れ
ぞ
れ
の
文
献
の
語
彙
資
料
と
し
て

の
性
格
の
違
い
を
表
し
て
い
る
。

　
『
史
記
抄
』
が
新
出
語
を
数
多
く
含
む
の
に
反
し
て
、『
徒
然

草
』
は
古
代
語
（
特
に
和
文
語
）
の
最
後
の
典
拠
と
し
て
の
役
割

を
果
た
し
て
い
る
。
実
際
、
日
国
の
語
釈
の
中
で
『
徒
然
草
』

の
用
例
が
最
後
に
あ
る
例
が
多
く
見
ら
れ
る
。
歴
史
的
な
見
地

か
ら
言
え
ば
、『
徒
然
草
』
の
用
例
の
多
く
に
は
ほ
と
ん
ど
意

味
が
な
い
。

４
．
単
独
例
の
語
に
つ
い
て

　
『
史
記
抄
』（
以
下
「
本
抄
」
と
い
う
。）
の
語
彙
を
具
体
的
に
検
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討
す
る
。
最
初
に
単
独
例
の
語
を
語
種
別
に
掲
げ
る
。

　
【
和
語
】
79　

あ
い
だ
て
な
さ　

明あ

け
明
け　

あ
っ
つ
ろ
う

　

索あ
な
ぐり
出だ

す　

甘あ
ま

々
と　

雨あ
ま

垂た

れ
際　

偽
り
計
る　

祈
り

祓は
ら

い　

入
れ
組
む　

入
れ
黒ほ
う
く
ろ子　

う
ち
こ
く
り
な　

腕
も

ち　

厩
の
者　

占う
ら

屋や

文ふ
み　

追お
い

こ
く
ら　

追
い
千
切
る　

大

酒
屋　

置
き
売
り　

従お

じ

お

お

じ

曽
祖
王
父　

推お

し
捏つ
く

ぬ
る　

教お
そ

う

　

お
そ
悪
い　

追
っ
け
病や

み　

か
し
あ
ぐ　

数か
ず

え
立
つ
る

　

片
足
踊
り　

片か
た

違た
が

え　

彼か

つ奴　

彼か
つ
し奴　

角か
ど

が
ち　

噛か

み

み
し
ゃ
ら
か
す　

気
後
る
る　

毛
が
先
ほ
ど
も　

心
宛あ

て
がい

　

轂
こ
し
き
み
　

こ
す
る　

栄さ
か

や
す　

猿
の
餅
換
ゆ
る
様
に　

知
っ

た
り
顔　

信
濃
棗　

痱し
び

つ
る　

し
ゃ
つ　

直す
ぐ

目め

な　

健
や

か
者　

挵せ
せ
りり

盗
み　

た
た
く
ら
か
す　

祟
り
巫み

こ女　

つ
っ

と
寄
り　

詰
め
て
は　

出で

か来
す　

～
で
も
あ
れ　

衒て
ら

立た

つ

る　

衒て
ら
だ
て立

を
す
る　

何
で
ま
り　

逃の
が

ら
す　

化ば
け

ら
し
さ　

鼻
う
そ
や
か
す　

食は

み
入
る　

僻
事
者　

深
入
る　

圧へ

し

屈か
が

む
る　

下
手
く
ろ
う
し
い　

真
っ
直す
ぐ

目め

な　

豆ま
め
が
ゆ粥　

ま

る
か
り　

ま
ん
～　

三み

え重
酒ざ
け　

み
し
ゃ
ら
か
す　

見
た
う

も
な
さ　

申
し
明
か
す　

物
言
い
立
て　

物
恐お

と

ろ
し
い　

物
食
い
時　

物
食く

ら

い
だ
う
な　

や
い
や　

や
っ
や　

湯
浴

び
処　

良
い
珠
の
瑕き

ず　

悪
げ

　
【
漢
語
（
字
音
語
）】
51　

悪
月　

依
帰　

害　

皆
朱
椀　

漢

書
家　

銀
印　

今
文　

姤こ
う　

甲
寅　

庚
子　

坐
臘　

至
悪

　

蓍し

き亀　

史
記
家　

次
行　

食じ
き
よ
く欲　

爵
封　

爵
邑　

従
父

兄
弟　

獣
面
人
心　

将
印　

小
吉　

常
師　

縄
枢　

少
牢

　

上
郎
比
丘
尼　

諸
表　

書
府　

辛
亥　

制
詔　

星
図　

筮
法　

石
田　

即
祚　

素
木　

大
根
器　

大
篆　

韃
靼
人

　

端
門　

治
生　

中
家　

伝
国　

同
功
一
体　

幕
中　

抜

山　

尾び

露ろ
う

判ほ
う
が
ん官
・
尾び

籠ろ
う

判ほ
う
が
ん官　

附
益　

婦
家　

腐
刑　

不ふ

調じ
よ
う

人に
ん　

門
奉
行

　
【
混
種
語
】
14　

兼
ね
療
治　

義ぎ

立だ

て　

十
に
一
二　

熟じ
ゆ
く

烹ほ
う

す
る　

請し
よ
う

見け
ん

す
る　

上
僭
す
る　

上じ
よ
う

郎ろ
う

車ぐ
る
ま　

随
分
な
る

者　

世
知
弁
な
い　

空そ
ら

道ど
う
し
や者　

大
名
ぶ
る　

番ば
ん

宿と
の
い直　

賓ひ
ん
か
く客

持
ち
扱
い　

物ぶ
つ

狂き
よ
うが

ま
し
い

　
【
オ
ノ
マ
ト
ペ
】
５　

た
ん
ぷ
ら
と　

ち
っ
く
ら
と　

ぬ
っ

た
と　

ぬ
っ
た
り
と　

ふ
っ
く
と

　
【
そ
の
他
】
３　

あ
ん
け　

ふ
つ
く
ち
き　

物も
の

が
臭く
さ

い

　

和
語
の
名
詞
で
は
「
知
っ
た
り
顔
」
が
興
味
深
い
。
日
国
と

は
異
な
る
２
例
を
引
く
。

　
　

・
昔
ノ
五
覇
ナ
ン
ト
ノ
、
道
理
ヲ
知
タ
リ
カ
ヲ
ヽ
シ
テ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
11-

55
ウ
12
）

　
　

・
ト
ノ
字
ヲ
置
タ
カ
ワ
ル
イ
ナ
ン
ト
ヽ
、
知
タ
リ
カ
ヲ
ヽ

シ
テ
云
ヘ
キ
事
テ
ハ
ナ
イ
ソ
。（
14-

69
ウ
10
）

　

こ
れ
ら
を
「
し
た
り
顔
」
と
読
む
可
能
性
も
な
い
で
は
な
い

が
、
そ
れ
に
は
次
の
例
が
あ
る
。

　
　

・
結
句
、
ヨ
ツ
シ
タ
リ
カ
ヲ
ヽ
シ
テ
、
闔カ

ツ

閭リ
ヨ

城シ
ヤ
ウ

ナ
ン

ト
ヽ
読
ハ
、
ヲ
カ
シ
イ
ソ
。（
９-

54
オ
11
）

　

だ
と
す
れ
ば
、
や
は
り
「
知
っ
た
り
顔
」
と
読
む
ほ
か
は
な

く
、「
し
た
り
顔
」
の
語
源
俗
解
的
な
用
法
で
あ
ろ
う
か
。

　

和
語
の
動
詞
に
は
、
接
尾
語
「
～
か
す
」
を
も
つ
語
が
目
立
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つ
。「
栄
や
す
、
逃
ら
す
」
も
「
栄
や
か
す
、
逃
ら
か
す
」
が

更
に
変
化
し
た
語
形
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
、
今
日
も
用
い
る

名
詞
「
気
後
れ
」「
深
入
り
」
の
動
詞
形
「
気
後
る
る
」「
深
入

る
」
が
あ
る
。
日
国
の
例
文
は

　
　

・
先
ツ
一
刀
、
ツ
フ
ト
ツ
イ
タ
者
カ
勝
ソ
。
気
ヲ
ク
レ
テ

ハ
、
カ
ナ
ウ
マ
イ
ソ
テ
ア
ル
ホ
ト
ニ　
（
５-

３
オ
12
）

　
　

・
空
無
匈
奴　

驃
騎
カ
、
ア
マ
リ
深
入
テ
攻
タ
ホ
ト
ニ

ソ
。（
16-

６
ウ
７
）

を
引
く
が
、
後
者
は
疑
わ
し
い
。
本
抄
の
表
記
か
ら
み
て
、

　
　

・
楚
師
ハ
、
思
マ
ヽ
ニ
深
入
テ
、
鴻
門
マ
テ
キ
タ
ソ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
４-

57
ウ
５
）

と
同
様
に
、「
深
く
入
っ
て
」
と
読
む
べ
き
も
の
で
あ
る
。
単

独
例
は
一
つ
減
じ
る
こ
と
に
な
る
。

　

和
語
の
形
容
詞
「
物
恐お

と

ろ
し
い
」
は
次
の
例
文
で
あ
る
。

　
　

・
事
カ
若
ナ
ラ
ウ
時
ハ
、
秦
ノ
モ
ノ
ヲ
ト
ロ
シ
ク
、
三
族

ヲ
夷
タ
リ
ナ
ン
ト
セ
ウ
ス
ト
思
テ　
（
６-
24
オ
２
）

「
恐
ろ
し
い
」
を
「
お
と
ろ
し
い
」
と
言
う
の
は
広
く
西
日
本

方
言
に
見
ら
れ
る
が
、
文
献
上
の
初
出
は
案
外
に
新
し
く
、
日

国
は
浮
世
草
子
『
忘
花
』
1696
を
初
出
と
す
る
。「
も
の
お
ど
ろ

し
く
」
で
な
い
と
す
れ
ば
、
本
抄
の
例
は
非
常
に
早
い
も
の
に

な
る
。

　

和
語
の
副
詞
「
詰
め
て
は
」
は
「
結
局
は
」
の
意
で
用
い
ら

れ
る
。
日
国
と
は
別
の
２
例
を
示
す
。

　
　

・
ツ
メ
テ
ハ
、
訟
モ
誦
モ
公
モ
、
同
シ
心
ナ
リ
。（
６-

81

ウ
９
）

　
　

・
チ
ツ
ト
再
発
ハ
ス
レ
ト
モ
、
ツ
メ
テ
ハ
、
ナ
ヲ
ラ
ウ

ソ
。（
17-

48
ウ
２
）

　

本
抄
に
は
類
義
の
「
詰
め
に
」「
詰
め
は
」
も
あ
り
、
後
者

は
本
抄
が
初
出
で
あ
る
。

　
　

・
此
二
ノ
者
ハ
、
ツ
メ
ニ
何
ニ
帰
ス
ル
ソ
ナ
レ
ハ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
18-

33
オ
１
）

　
　

・
湯
モ
如
此
ナ
ホ
ト
ニ
、
ツ
メ
ハ
自
殺
シ
タ
ソ
ト
、
人
ニ

シ
メ
サ
フ
ト
テ
云
ソ
。（
15-

45
オ
４
）

　

さ
ら
に
、
類
義
語
「
挙
句
」「
結
句
」
が
本
抄
に
は
見
え
る
。

　
　

・
飢
饉
ノ
ア
ケ
ク
ニ
疫
病
ハ
定
タ
事
ソ
。（
７-

52
オ
５
）

　
　

・
暴
富
ニ
ナ
リ
タ
カ
、
ア
ケ
ク
ノ
ハ
テ
ヲ
見
ヨ
ヤ
レ
ト
、

後
世
ノ
人
ヲ
戒
ム
ル
ハ
。（
16-

34
ウ
５
）

　
　

・
一
生
ツ
ヨ
ウ
疲
労
シ
テ
、
ケ
ツ
ク
、
ハ
ヤ
死
ヲ
シ
タ

ソ
。（
10-

８
ウ
12
）

　
　

・
韓
非
ヲ
チ
殺
サ
レ
テ
、
結
句
ノ
ハ
テ
ニ
、
為
臣
ト
請
コ

ト
ハ
、
ナ
ン
ト
ア
ラ
ウ
ソ
。（
４-

11
オ
12
）

　

一
文
献
に
併
存
す
る
類
義
語
の
細
か
な
用
法
の
相
違
を
明
ら

か
に
す
る
こ
と
は
、
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

　

漢
語
（
字
音
語
）・
混
種
語
に
は
特
異
な
語
が
多
く
、
こ
こ
で

は
触
れ
な
い
。
た
だ
、「
じ
き
よ
く
（
食
欲
）」
の
例
文
と
し
て

引
か
れ
る

　
　

・
天
竺
ハ
婬
慾
カ
熾
ニ
、
支
那
ハ
食
慾
、
日
本
ハ
財
欲
ト

云
ソ
。（
16-

31
オ
10
）

は
、
日
国
の
「
し
ょ
く
よ
く
」
の
初
出
例
で
も
あ
る
こ
と
は
注

－ 5 －



意
し
て
お
く
。

　

そ
の
他
と
し
た
３
語
に
は
問
題
が
あ
る
。
ま
ず
、「
あ
ん
け
」

の
例
文
は
次
の
文
で
あ
る
。

　
　

・
魚
ノ
ゴ
ミ
ニ
ヨ
ウ
テ
、
口
ヲ
開
テ
、
ア
ン
ケ
ト
シ
テ
ヲ

ル
ナ
リ
ソ
。（
17-

13
ウ
12
）

　

日
国
は
「
あ
け
（
開
け
）
の
変
化
し
た
語
」
で
「
あ
ん
ぐ
り
」

に
同
じ
と
す
る
が
、
既
に
「
口
ヲ
開
テ
」
と
あ
る
の
だ
か
ら
、

畳
語
表
現
で
は
な
く
、
魚
臭
に
酔
っ
て
「
ぼ
ん
や
り
」
或
い
は

「
呆
然
」
と
し
た
擬
態
語
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

「
ふ
つ
く
ち
き
」
は
正
確
に
は
語
で
は
な
い
。
次
の
様
に
漢
字

音
の
舌
内
入
声
韻
尾
の
「
送
り
仮
名
」（
本
抄
が
初
出
例
）
表
記

の
こ
と
で
あ
る
。

　
　

・
入
声
ニ
フ
ツ
ク
チ
キ
ト
云
ヲ
ク
リ
仮
名
ア
リ
ト
云
フ

ハ
、
此
ヲ
云
ソ
。（
４-

35
オ
12
）

「
物
が
臭
い
」
も
疑
問
の
語
で
あ
る
。

　
　

・
酌
テ
飲
メ
ハ
、
モ
ノ
カ
ク
サ
イ
ト
云
テ
、
ウ
ツ
フ
イ
テ

牛
飲
ス
ル
ソ
。（
２-

52
ウ
２
）

　

盃
で
は
面
倒
だ
と
、
酒
の
容
器
に
口
を
つ
け
て
直
接
に
飲
む

様
子
だ
が
、

　
　

・
諸
事
モ
ノ
ク
サ
ウ
テ
イ
タ
ホ
ト
ニ
、
疲
労
シ
タ
マ
テ
ヽ

コ
ソ
ア
レ
。（
４-

43
オ
３
）

と
用
い
ら
れ
る
形
容
詞
「
も
の
ぐ
さ
い
」
を
異
分
析
し
た
一
時

的
な
言
葉
遊
び
の
よ
う
に
思
え
る
。
前
述
の
「
し
た
り
顔
」
を

「
知
っ
た
り
顔
」
と
す
る
例
で
あ
る
。「
ふ
つ
く
ち
き
」
と
同
じ

く
、
単
独
例
で
あ
る
の
も
当
然
と
い
え
よ
う
。

５
．
初
出
例
の
語
に
つ
い
て

　

初
出
例
を
語
種
別
に
分
類
す
る
と
、
和
語
481
、
漢
語
635
、
混

種
語
98
、
オ
ノ
マ
ト
ペ
24
と
な
る
。
総
て
を
詳
し
く
検
討
す
る

余
裕
が
な
い
が
、
本
抄
の
語
彙
的
性
格
を
特
徴
的
に
示
す
も
の

で
あ
る
か
ら
、
語
種
ご
と
に
適
宜
抽
出
し
て
述
べ
る
こ
と
に
す

る
。

５
︱
１　

初
出
例
の
和
語

　

和
語
の
名
詞
に
は
、
今
日
で
も
日
常
的
に
用
い
る
語
が
多
数

含
ま
れ
る
。

開
け
閉た

て　

余
り
物　

あ
れ
こ
れ　

言
い
損
な
い　

行
く

先　

今
時　

腕
捲
り　

追
い
剥
ぎ　

大
商
い　

大
恥　

大

人
し
げ　

御
供　

御
休
所　

買
い
置
き　

欠
け
落
ち　

小

銭　

幸
先　

先
走
り　

先
程　

仕
方　

品
物　

拗す

ね
者　

立
居
振
舞　

血
だ
ら
け　

面
の
皮　

手
首　

取
り
合
わ
せ

　

泥
だ
ら
け　

投
げ
や
り　

握
り
拳　

歯
軋
り　

旗
印　

早
死
に　

腹
這
い　

膝
頭　

膝
の
皿　

人
当
た
り　

人
集

め　

日
取
り　

古
傷　

待
ち
人　

真
っ
盛
り　

目め

ど処　

目

の
玉　

物
入
り

　

前
節
で
引
い
た
「
送
り
仮
名
」
と
並
ん
で
「
仮
名
遣
い
」
も

初
出
例
の
中
で
あ
る
。
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・
日
本
ノ
仮
名
ツ
カ
イ
ノ
ヤ
ウ
ニ
、
ツ
ケ
ヲ
イ
タ
名
チ
ヤ

ソ
。（
14-

24
ウ
４
）

　

両
語
と
も
、
今
日
の
日
本
語
学
で
用
い
る
所
と
は
意
味
を
異

に
す
る
が
、
語
自
体
は
既
に
存
し
た
の
で
あ
る
。

　

次
の
諸
語
は
中
世
語
ら
し
い
名
詞
と
言
え
る
だ
ろ
う
か
。

い
か
は
ち　

う
ろ
う
ろ
涙　

折
り
目
高　

戯じ
や

れ
者　

尻
肢え
だ

　

き
ぶ
さ　

曲く
せ
び
と人　

曲く
せ
や
つ奴　

隅す
み
ち
が違
い　

そ
ん
じ
ょ
う
其そ

こ処

　

た
く
ら
だ　

血ち

え酔
い　

成
り
掛
か
り　

髭ひ
げ

む
く　

へ
り

道み
ち　

真ま

様さ
ま　

横よ
こ
さ
ま様

筋す
じ
か
い交　

読
み
つ
け

　

名
詞
の
内
か
ら
、
筆
者
の
関
心
に
従
っ
て
「
柿
の
蒂
・
楚
・

天
鶴
脛
・
日
向
脹
り
」
の
４
語
に
つ
い
例
文
を
紹
介
す
る
。

「
柿
の
蒂へ

た

」
は
、
狭
い
土
地
や
領
地
の
比
喩
と
し
て
用
い
ら
れ

る
。

　
　

・
弾
丸
之
地
ト
ハ
、
チ
ツ
ト
シ
タ
、
柿
ノ
ヘ
タ
ホ
ト
ノ
処

ト
云
心
ソ
。（
11-

24
ウ
10
）

　
　

・
柿
ノ
ヘ
タ
ホ
ト
ノ
所
領
ヲ
、
取
テ
モ
チ
テ　
（
11-

106
オ

６
）

「
楚す
わ
い」

は
古
く
は
「
す
わ
え
」
で
、「
木
の
枝
」
の
意
味
で
あ
る
。

　
　

・
鞭
ハ
、
革
テ
シ
タ
ム
チ
ソ
。
朴ホ

ク

ハ
、
木
ノ
ス
ワ
イ
テ
ス

ル
ソ
。（
２-

35
オ
２
）

　
　

・
荊
ハ
荊
楚
ト
テ
、
薪
ノ
中
ノ
長
イ
ス
ワ
イ
ソ
。
鞭
ノ
事

ソ
。（
11-

50
ウ
２
）

　

語
形
を
確
定
し
が
た
い
が
、
後
に
「
ず
わ
い
」
と
な
り
、
山

陰
や
北
陸
に
産
す
る
和
名
ズ
ワ
イ
ガ
ニ
は
こ
の
語
に
よ
っ
て
命

名
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。

「
天
鶴
脛
」
は
３
例
あ
る
。

　
　

・
御
意
ノ
ヨ
イ
慎
夫
人
タ
ニ
モ
天
鶴
脛
ナ
ラ
ハ
、、
其
餘

ハ
思
ヤ
ラ
レ
タ
ソ
。（
７-

29
ウ
４
）

　
　

・
ツ
ヨ
ク
寒
ク
、
カ
ナ
シ
イ
者
ハ
、
テ
ン
ツ
ル
ハ
キ
ナ
ル

キ
ル
モ
ノ
テ
マ
リ
大
切
ナ
ホ
ト
ニ
（
４-

67
ウ
８
）

　
　

・
テ
ン
ツ
ル
ハ
キ
ナ
者
ノ
舞
ハ
、
ミ
ラ
レ
ヌ
ソ
。（
11-

44

ウ
10
）

　

い
ず
れ
も
、
貧
し
い
た
め
に
服
が
身
の
丈
に
足
り
ず
、
脛
を

む
き
出
し
に
し
た
様
で
あ
る
。
日
国
に
は
「
つ
ん
つ
る
・
つ
ん

つ
る
て
ん
」
を
載
せ
る
。「
は
ぎ
」
が
脱
落
し
た
「
て
ん
つ
る
」

の
変
化
形
ま
た
は
顛
倒
語
形
ら
し
く
、
由
来
が
案
外
に
古
い
の

で
あ
る
。

「
日ひ

な
た向
脹ぶ
く

り
」
は
次
の
例
で
あ
る
。

　
　
　
　

・
暴
於
ー
ー　

ヒ
ナ
タ
フ
ク
リ
ソ
。（
14-

46
ウ
９
）

　

冬
に
日
向
で
憩
う
様
子
を
「
ひ
な
た
ぼ
っ
こ
」
と
言
う
が
、

そ
の
原
形
が
「
ひ
な
た
ぶ
く
り
」
で
、
冬
の
季
語
「
ふ
く
ら
雀
」

も
同
じ
発
想
の
語
で
あ
る
。

　

和
語
の
動
詞
は
現
代
語
に
繋
が
る
も
の
と
、
中
世
語
ら
し
い

も
の
と
に
分
か
れ
る
。
現
代
に
近
い
の
は
、

仰あ
お

の
く　

跡
を
慕
う　

行
き
届
く　

嫌
が
る　

生
ま
れ
合

わ
す
る　

押
し
止
む
る　

思
い
当
た
る　

買
い
置
く　

屈

む　

刈
り
込
む　

傷
付
く
る　

気
に
入
る　

切
り
離
す　

口
を
開
く　

拵
ゆ
る　

こ
み
上
ぐ
る　

責
め
殺
す　

蓄
ゆ

る　

だ
ら
く
る　

連
れ
歩
く　

出
迎
ゆ
る　

無
い
物
に
す
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る　

成
り
上
が
る　

引
っ
被
る　

引
っ
込
む
る　

踏
み
出

す　

ぶ
ら
下
が
る　

へ
し
折
る　

見
誤
る　

見
損
な
う　

齎
す　

病
み
付
く　

譲
り
合
う

な
ど
数
多
く
あ
る
。
複
合
動
詞
が
多
い
。
一
方
、
中
世
語
ら
し

い
の
は
、

並な
ら

生お

え
る　

怖
ぢ
ひ
ろ
め
く　

お
り
あ
る　

肥
え
び
ち
ら

く　

こ
み
つ　

す
つ
を
か
わ
く　

ど
ぐ
り
め
く　

ひ
ち
ら

く　

ぶ
き
め
く　

む
く
り
出
る　

わ
さ
め
く　

私
わ
た
く
しび

る

な
ど
で
あ
ろ
う
か
。
漢
字
表
記
に
な
じ
ま
な
い
語
が
多
く
、
や

は
り
複
合
語
が
多
い
。

　

動
詞
の
語
形
で
は
次
の
記
事
が
あ
る
。

　
　

・
京
ノ
儒
者
ハ
城キ

ヅ
ク

ト
読
ソ
。
鎌
倉
ニ
ハ
城キ
ツ
ク

ト
ス
ン
テ
読

ソ
。（
２-

125
ウ
１
）

　
　

・
囲
ヲ
モ
、
京
儒
ハ
囲カ
ゴ
ムト

ヨ
メ
ハ
、
鎌
倉
ニ
ハ
囲カ
コ
ムト

、
ス

ム
ソ
。（
２-

125
ウ
２
）

　

古
活
字
本
で
は
知
り
得
な
い
の
だ
が
、
写
本
で
は
京
都
で
は

「
き
づ
く
」「
か
ご
む
」
と
読
む
の
を
、
鎌
倉
で
は
「
き
つ
く
」

「
か
こ
む
」
と
清
濁
を
違
え
て
読
む
と
記
す
。「
囲
む
」
を
「
か

ご
む
」
と
い
う
の
は
異
様
だ
が
、
童
謡
の
歌
詞
「
か
ご
め
、
か

ご
め
。
籠
の
中
の
鳥
は
…
…
」
が
伝
え
る
様
に
、
あ
る
時
期
の

京
都
周
辺
で
は
「
か
ご
む
」
の
語
形
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
亀

井
孝
氏
に
論
文
「
か
ァ
ご
め
か
ご
め
」（『
日
本
語
の
す
が
た
と
こ

こ
ろ
（
二
）』
吉
川
弘
文
館
1985
所
収
）
が
あ
る
。

　

現
代
語
に
近
い
語
形
で
も
意
味
あ
い
が
相
当
に
異
な
る
の
で

は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
語
が
あ
る
。「
こ
ま
さ
く
る
る
」
と
い

う
語
で
、
次
の
様
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。

　
　

・
孤
児
九
歳
已
下
ナ
ル
ハ
、
イ
カ
ニ
コ
マ
サ
ク
レ
タ
ル
者

モ
、
九
歳
已
下
テ
ハ
未
交
会
モ
ノ
ソ
。（
７-

12
ウ
８
）

「
未
交
会
」
と
は
、
ま
だ
男
女
が
接
し
な
い
こ
と
を
い
う
。
つ

ま
り
、「
こ
ま
さ
く
れ
た
る
者
」
と
は
「
こ
ま
し
ゃ
く
れ
た
子

供
」
に
は
違
い
な
い
も
の
の
、
そ
れ
が
十
歳
以
上
で
あ
れ
ば
子

供
な
が
ら
大
人
と
同
様
の
行
動
を
と
る
（
男
女
が
接
す
る
）
と
い

う
意
で
あ
る
。
表
面
的
な
仕
草
が
大
人
び
て
い
る
子
供
と
い
う

程
度
の
現
代
語
と
は
意
味
合
い
が
異
な
る
の
で
あ
る
。

　

余
談
だ
が
、
名
詞
の
初
出
例
に
「
酒
友
達
」
が
あ
る
よ
う

に
、
動
詞
に
も
「
酒
に
飲
ま
る
る
」
が
あ
る
。

　
　

・
使

ツ
カ
ワ
ルレ

酒ニ

ト
点
シ
テ
、
コ
ヽ
ラ
ニ
酒
ニ
ノ
マ
ル
ヽ
ト
云
ヤ

ウ
ニ
心
得
ハ
、
ワ
ル
イ
ソ
。（
14-

５
ウ
９
）

　

学
生
時
代
に
『
中
華
若
木
詩
抄
』
を
読
ん
だ
と
き
、
そ
こ
に

「
二
日
酔
い
・
三
日
酔
い
」
が
載
っ
て
い
る
の
を
見
て
独
り
喜

ん
だ
記
憶
を
思
い
起
こ
す
。

　
　

・
酒
病
ハ
二
日
酔
、
三
日
酔
ノ
コ
ト
也
。（
寛
永
版
、
上
28

オ
）

　

因
み
に
、「
三
日
酔
い
」
は
ま
だ
日
国
に
採
用
さ
れ
て
い
な
い
。

　

和
語
の
形
容
詞
に
も
興
味
深
い
語
が
多
く
あ
る
。
現
代
語
に

近
い
の
は
、

哀あ
わ

れ
が
ま
し
い　

き
つ
い　

与く
み

し
易や
す

い　

面つ
ら

の
皮か
わ

の
厚あ
つ

い

　

見
す
ぼ
ら
し
い　

む
さ
い

な
ど
で
、
中
世
語
ら
し
い
の
は
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角か
ど

が
ま
し
い　

付
き
も
無
い　

つ
べ
ら
し
い　

化ば

け
化
け

し
い　

平ひ
ら

い　

見
良
い

な
ど
で
あ
る
。

　

こ
の
中
に
、
現
代
の
女
性
に
愛
好
さ
れ
る
「
可
愛
い
」
が
あ

る
。

　
　

・
罪
モ
ナ
イ
父
母
ヤ
妻
子
ヤ
同
産
ノ
兄
弟
マ
テ
、
ツ
ミ
セ

ラ
ル
ヽ
ハ
、
カ
ワ
イ
ヽ
事
ソ
。（
７-

９
ウ
９
）

　
　

・
我
カ
子
ヲ
食
ヘ
ハ
、
ア
マ
リ
不
仁
ニ
モ
ア
リ
、
カ
ワ
イ

ウ
テ
不
忍
食
ホ
ト
ニ　
（
11-

22
オ
11
）

　

例
文
か
ら
明
ら
か
な
様
に
、「
可
愛
そ
う
、
哀
れ
な
」
の
意

で
あ
る
。

　

副
詞
は
数
が
多
い
。
そ
の
中
に
は
、
オ
ノ
マ
ト
ペ
と
紛
ら
わ

し
い

え
い
お
う　

え
い
と　

ち
っ
と
は　

ち
ょ
っ
と　

な
っ
く

　

ま
っ
と　

む
く
と　

む
っ
た
と　

め
た
と　

め
と
と

な
ど
が
あ
り
、「
何な

ん

」
を
語
基
に
す
る

何
と
し
て　

何
と
し
て
も　

何
と
も
な
い　

何
と
も　

何

と
も
あ
れ

も
あ
る
。
こ
こ
で
は
、「
え
い
お
う
・
え
い
と
・
な
っ
く
・

矢
っ
張
り
」
を
取
り
上
げ
る
。

「
え
い
お
う
」
は
掛
け
声
と
紛
ら
わ
し
い
が
普
通
の
副
詞
で
あ

る
。
名
詞
、
あ
る
い
は
形
容
動
詞
語
幹
の
よ
う
な

　
　

・
此
間
、
エ
イ
ヲ
ウ
ノ
事
テ
、
イ
ヤ
ト
ヲ
セ
ラ
レ
タ
ヲ　

（
７-

11
ウ
８
）

　
　

・
此
ハ
三
教
之
事
ニ
、
ヱ
イ
ヲ
ウ
ノ
云
イ
事
カ
ア
ル
ソ
。

（
10-

２
オ
10
）

も
あ
る
が
、

　
　

・
詩
話
ナ
ン
ト
ニ
ハ
、
エ
イ
オ
フ
云
タ
ソ
。（
16-

３
オ
４
）

が
あ
る
か
ら
副
詞
と
し
て
よ
い
。「
あ
れ
こ
れ
、
う
る
さ
く
」

と
い
っ
た
意
で
あ
る
。

「
え
い
と
」
は
次
の
様
に
用
い
ら
れ
る
。

　
　

・
此
等
ハ
、
エ
イ
ト
ノ
事
ヲ
、
チ
ヤ
ツ
ヽ
ヽ
ト
取
テ
カ
イ

タ
ソ
。（
３-

20
ウ
２
）

　
　

・
エ
イ
ト
ノ
事
カ
ア
レ
ト
モ
、
占
ニ
ハ
不
入
コ
ト
ソ
。

（
17-

９
オ
７
）

「
さ
ま
ざ
ま
」
ま
た
は
「
多
く
の
」
の
意
で
、
こ
れ
も
名
詞
や

形
容
動
詞
語
幹
の
よ
う
に
も
見
え
る
が
、

　
　

・
時
ノ
人
、
文
章
モ
詩
モ
エ
イ
ト
云
テ
、
言
ハ
テ
ツ
レ

ハ
、
言
未
尽
ニ　
（
３-

３
ウ
12
）

の
例
が
あ
る
。
現
代
の
方
言
な
ど
に
広
く
用
い
ら
る
程
度
副
詞

「
え
っ
と
」
の
原
形
で
あ
ろ
う
。

「
な
っ
く
」
は
日
葡
辞
書
に
も
載
る
副
詞
で
、「
案
外
に
早
く
、

事
が
実
現
す
る
こ
と
。
ま
た
は
、
終
わ
る
こ
と
」
こ
と
を
表
す
。

　
　

・
ト
コ
ナ
桓
公
ホ
ト
、
イ
カ
イ
人
ヲ
、
一
剣
ヲ
抜
テ
胸
ニ

サ
シ
ツ
ケ
テ
、
此
間
取
タ
ル
魯
故
地
ヲ
カ
ヘ
サ
ウ
カ
、

カ
ヘ
ス
マ
イ
歟
ト
云
テ
、
ナ
ツ
ク
ト
リ
カ
ヘ
イ
タ
ソ
。

（
11-

58
ウ
８
）

「
矢
っ
張
り
」
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
　

・
一
度
音
カ
ヨ
ケ
レ
ハ
ト
テ
、
ヤ
ツ
ハ
リ
ヲ
イ
テ
ハ
、
ワ
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ル
カ
ラ
ウ
ソ
。（
11-

51
オ
11
）

　
　

・
一
定
死
ナ
ウ
ト
知
タ
ラ
ハ
、
ヤ
ツ
ハ
リ
ヲ
イ
テ　

（
13-

40
ウ
９
）

　

本
抄
に
は
「
矢
張
り
」
も
あ
っ
て
「
お
く
（
置
）」
の
続
く

例
が
あ
る
。

　
　

・
手
足
ヲ
、
チ
ツ
ト
モ
、
ヤ
ハ
リ
ヲ
カ
ス
シ
テ
、
置
キ
カ

ユ
ル
病
者
カ
ア
ル
ソ
。（
13-

48
ウ
１
）

　
　

・
銭
ヲ
多
ニ
セ
ウ
ト
思
ワ
ハ
、
チ
ツ
ト
モ
ヤ
ハ
リ
置
テ

ハ
、
カ
ナ
ウ
マ
イ
ソ
。（
18-

15
オ
12
）

「
や
は
り
お
く
」
で
「
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
く
。
放
置
す
る
。」

の
意
で
、
次
の
「
～
イ
ル
」
も
同
意
で
あ
ろ
う
。

　
　

・
ト
コ
ニ
其
時
老
タ
ト
云
テ
、
ヤ
ハ
リ
ア
タ
ヽ
カ
ニ
シ
テ

イ
テ　
（
14-

21
ウ
10
）

　
　

・
他
人
ヲ
雇
テ
、
銭
ヲ
出
テ
、
我
ハ
ヤ
ハ
リ
居
ル
ヲ
、
居

更
ト
云
ソ
。（
16-

23
オ
11
）

　

つ
ま
り
、「
矢
っ
張
り
、
矢
張
り
」
は
積
極
的
な
動
作
を
せ

ず
、
無
為
に
あ
る
様
を
表
す
語
で
あ
る
。

　

近
世
の
例
だ
が
、
安
原
貞
室
の
『
か
た
こ
と
』（
1650
刊
）
に

　
　

・
其
侭
そ
こ
に
あ
れ
と
云
べ
き
を
、
や
っ
ぱ
り
、
や
は

り
、
や
っ
ぱ
し
な
ど
い
ふ
は
如
何
。（
巻
五
）

と
あ
る
。「
や
っ
ぱ
し
」
と
い
う
語
形
は
新
し
い
が
、「
其
侭
そ

こ
に
あ
れ
」
と
い
う
意
識
は
ま
だ
残
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

そ
の
他
の
和
語
に
つ
い
て
は
割
愛
す
る
。
た
だ
、
狂
言
資
料

や
キ
リ
シ
タ
ン
資
料
で
あ
り
ふ
れ
た
過
去
否
定
の
助
動
詞
「
な

ん
だ
」
が
、
日
国
で
は
本
抄
を
初
出
例
と
し
て
い
る
。

　
　

・
ヤ
ミ
ツ
イ
テ
、
一
年
ア
マ
リ
、
ナ
ヲ
リ
ヱ
ナ
ン
タ
ソ
。

（
６-

69
オ
４
）

５
︱
２　

初
出
例
の
漢
語

　

初
出
例
の
600
を
超
え
る
漢
語
の
中
に
は
、
今
日
も
学
問
的
な

場
で
日
常
的
に
用
い
る
語
が
あ
る
。

韻
書　

衍
字　

古
本　

雑
記　

雑
書　

直
筆　

自
序　

自

叙
伝　

写
本　

助
辞　

造
語　

他
本　

凡
例　

標
出　

標

題　

分
類　

別
字　

補
遺　

未
詳　

無
文
字　

略
字　

略

図　

論
著

　

現
代
の
一
般
語
に
通
じ
る
の
は
次
の
語
で
、
こ
れ
ら
が
本
抄

に
ま
と
ま
っ
て
現
れ
る
と
い
う
の
は
驚
き
で
あ
る
。

異
見　

迂
回　

迂
闊　

有
無　

謁
見　

賀
状　

感
慨　

気

概　

機
微　

気
脈　

誇
示　

再
任　

残
酷　

刺
殺　

死
者

　

始
末　

習
熟　

城
下　

正
午　

精
米　

勢
力　

接
待　

先
駆　

総
計　

属
国　

対
陣　

体
制　

脱
兎　

多
弁　

短

剣　

短
所　

歎
賞　

治
水　

地
名　

鉄
器　

転
移　

投
書

　

難
解　

廃
棄　

敗
走　

微
意　

鼻
孔　

被
服　

部
署　

不
利　

奮
発　

平
穏　

米
価　

方
位　

発
端　

捕
虜　

埋

蔵　

愉
快　

羊
毛　

利
息　

和
解

　

元
来
は
『
史
記
』
の
語
だ
が
、「
酒
池
肉
林
・
大
同
小
異
・

贔
屓
偏
頗
」
も
初
出
例
の
内
で
あ
る
。

　

勿
論
、
和
語
「
可
愛
い
」
の
場
合
と
同
様
、
語
形
は
同
じ
で

も
意
味
・
用
法
が
現
代
と
同
じ
と
は
限
ら
な
い
。
例
え
ば
「
愉
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快
」
は
、
日
国
で
は
名
詞
・
形
容
動
詞
に
分
類
さ
れ
る
が
、
本

抄
で
は

　
　

・
武
健
厳
酷
ナ
ル
者
テ
ナ
ウ
テ
ハ
、
其
任
ニ
タ
ヘ
テ
、
愉

快
ス
ル
事
ハ
ア
ル
マ
イ
ソ
。（
15-

29
ウ
９
）

と
漢
語
サ
変
動
詞
で
混
種
語
な
の
で
あ
る
。
日
国
の
語
釈
「
楽

し
く
気
分
よ
く
す
る
こ
と
。」
は
、
い
さ
さ
か
現
代
的
す
ぎ
て

「
武
健
厳
酷
ナ
ル
者
」
に
相
応
し
く
な
い
。「
滞
り
な
く
事
を
進

め
る
」
と
い
っ
た
意
味
で
あ
ろ
う
。

「
始
末
」
は
本
抄
の

　
　

・
イ
カ
ニ
簡
古
ニ
セ
ウ
ト
テ
モ
、
事
ノ
始
末
カ
サ
ラ
リ
ト

キ
コ
エ
イ
テ
ハ
、
史
筆
テ
ハ
ア
ル
マ
イ
ソ
。（
３-

20
ウ

４
）

　
　

・
前
後
始
末
カ
、
捴
シ
テ
所
問
ノ
事
テ
モ
ナ
イ
事
カ
、
揲

蓍
ニ
モ
ア
ル
ソ
。（
17-

40
オ
３
）

か
ら
、『
日
葡
辞
書
』
ま
で
の
短
期
間
に

①
事
の
始
め
と
終
り　

→　

②
事
の
次
第　

→　

③
物
事

の
決
ま
り
、
締
め
括
り　

→　

④
倹
約

と
次
々
に
意
味
を
派
生
す
る
。

　

金
銭
に
関
わ
る
語
と
し
て
「
利
息
」
が
本
抄
に
見
え
る
。

　
　

・
子
孫
ト
モ
カ
父
祖
ノ
業
ヲ
相
続
テ
、
利
息
ヲ
ヨ
ク
ス
ル

ホ
ト
ニ
、
遂
至
巨
万
タ
ソ
。（
18-

16
ウ
11
）

　
　

・
マ
ク
リ
出
テ
、
カ
シ
タ
ホ
ト
ニ
、
其
利
息
カ
什
倍
ス
ル

ソ
。（
18-

45
ウ
10
）

　

こ
の
語
は
「
息
利
」
と
も
い
う
。

　
　

・
其
息
利
ヲ
取
テ
ハ
、
客
ヲ
ヤ
シ
ナ
ワ
ウ
ト
テ
ソ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
11-

19
オ
８
）

　

日
国
に
『
続
日
本
紀
』『
日
本
後
記
』
の
例
を
挙
げ
る
か
ら
、

こ
ち
ら
が
国
内
で
は
本
来
の
語
形
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
今
は

「
利
子
」
と
も
言
う
が
、「
息
」
や
「
子
」
で
造
語
さ
れ
る
理
由

を
、
本
抄
で
は

　
　

・
其
息
ト
ハ
、
息
ハ
物
ノ
タ
ネ
ヲ
ツ
イ
テ
、
テ
ク
ル
ヲ
云

ソ
。
人
ノ
子
ヲ
子
息
ト
云
モ
其
心
ソ
。（
11-

19
オ
２
）

と
、
人
が
父
か
ら
息
子
へ
家
族
を
増
や
す
様
に
、
金
が
金
を
産

ん
で
増
し
て
い
く
こ
と
か
ら
だ
と
説
明
し
て
い
る
。
後
に
井
原

西
鶴
が
『
日
本
永
代
蔵
』
で

　
　
　
　

・
只
銀カ

ネ

が
か
ね
を
た
め
る
世
の
中
と
い
へ
り
。

と
喝
破
し
た
が
、
そ
の
淵
源
は
中
世
に
兆
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

５
︱
３　

初
出
例
の
混
種
語

　

混
種
語
は
数
と
種
類
を
増
す
。
そ
れ
だ
け
漢
語
が
日
本
語
の

中
で
勢
力
を
広
げ
、
一
体
化
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
の
だ
と
思

わ
れ
る
。
名
詞
に
は
次
の
語
が
あ
る
。

鬱
陶
し
さ　

折
り
本　

変
わ
り
様よ

う　

公く

界が
い

者も
の　

口く
ち

伎ぎ

倆り
よ
う　

傾け
い
せ
い城

狂ぐ
る

い　

化
粧
軍い
く
さ　

化
粧
所　

最さ
い
さ
き先　

次
第
下さ
が

り　

宿し
ゆ
く

送
り　

所
作
柄が
ら　

脛す
ね

苦
行　

索そ
う
め
ん麺

被か
ず

き　

使
い
様よ
う　

友
同ど

士し　

平ひ
ら

百
姓　

又
若
党　

真
っ
最
中　

目め

様よ
う　

理
運
げ　

牢
腐く

た

し　

輪わ
つ

束そ
く

「
公く

界が
い

者も
の

」
は
網
野
善
彦
氏
（『
無
縁
・
公
界
・
楽
』
平
凡
社
1978
）

に
よ
っ
て
有
名
に
な
っ
た
非
定
住
民
で
は
な
く
、
ま
だ
原
義
的

－ 11 －



な
意
味
で
あ
る
。

　
　

・
魯
仲
連
ハ
人
ニ
モ
不
仕
シ
テ
公
界
モ
ノ
テ
、
我
ハ
人
臣

チ
ヤ
ホ
ト
ニ　
（
11-

55
オ
９
）

　
　

・
言
ハ
、
天
下
ハ
公
界
モ
ノ
テ
サ
フ
ソ
。（
14-

３
オ
７
）

「
口く
ち

伎ぎ

倆り
よ
う」

は
現
代
に
も
通
じ
る
「
口
先
だ
け
巧
み
な
こ
と
」

で
あ
る
。

　
　

・
口ク

チ

伎
倆
ニ
云
ホ
ト
ニ
、
ヨ
イ
モ
ノ
カ
ト
思
タ
レ
ハ
、
サ

モ
ナ
イ
ホ
ト
ニ
、
失
タ
ソ
。（
10-

54
ウ
５
）

「
化
粧
軍い
く
さ」

は
最
初
読
ん
だ
と
き
に
は
理
解
で
き
な
か
っ
た
語

だ
が
、

　
　

・
挑
戦
ハ
、
ヲ
ヒ
キ
出
サ
ウ
ト
テ
、
ケ
シ
ヤ
ウ
イ
ク
サ
ヲ

ス
ル
ソ
。（
11-

９
オ
12
）

か
ら
分
か
る
様
に
、
見
せ
か
け
の
攻
撃
の
こ
と
で
あ
る
。
日
国

の
用
例
よ
り
本
例
の
方
が
理
解
し
や
す
い
。

「
索そ

う
め
ん麺

被か
ず

き
」
は
日
国
に
引
か
れ
て
い
な
い
例
を
示
す
。

　
　

・
皬
然
ー
ー　

漢
書
ニ
ハ
、
皬
ハ
作
暠
ソ
。
王
母
カ
ナ
リ

ソ
。
索
麺
カ
ツ
キ
ナ
ル
ナ
リ
ソ
。（
14-

51
オ
６
）

　

こ
の
例
で
は
分
か
り
に
く
い
が
、
頭
髪
が
索
麺
の
よ
う
な
白

髪
の
老
女
の
こ
と
で
あ
る
。
譬
喩
に
取
り
入
れ
ら
れ
る
ほ
ど

「
索
麺
」
と
い
う
新
食
品
が
普
及
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

「
目
様
」
も
本
抄
が
初
出
だ
が
、
新
語
と
い
う
よ
り
は
古
代
語

の
残
存
か
も
し
れ
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、

　
　
　
　

・
目
ヤ
ウ
、
カ
ヲ
ヤ
ウ
ノ
ワ
ル
イ
ヲ
見
テ
ソ
。

（
14-

36
ウ
３
）

と
「
顔
や
う
」
と
と
も
に
用
い
ら
れ
、
そ
の
「
顔
よ
う
」
は
宇

津
保
物
語
や
源
氏
物
語
に
現
れ
る
平
安
時
代
の
和
文
語
だ
か
ら

で
あ
る
。
類
義
的
な
「
目
つ
き
・
顔
つ
き
」
と
併
存
し
、
や
が

て
そ
れ
ら
に
取
っ
て
代
わ
ら
れ
る
。

　

混
種
語
に
は
「
鬱
陶
し
さ
」「
理
運
げ
」、
あ
る
い
は
「
大
事

が
る
」「
無む

慙ぞ
う

が
る
」
が
あ
る
よ
う
に
、
和
語
の
接
尾
辞
が
自

由
に
つ
く
ほ
ど
に
漢
語
の
国
語
化
が
進
ん
で
い
た
こ
と
を
示
し

て
い
る
。
同
様
に
、
多
く
の
漢
語
サ
変
動
詞
が
含
ま
れ
る
外
、

漢
語
サ
変
動
詞
と
和
語
動
詞
が
複
合
し
た
動
詞
も
あ
る
。

　
　

案
じ
澄
ま
す　

案
じ
出
す　

図
抜
く　

論
じ
詰
む
る

　

こ
れ
ら
は
日
本
語
の
語
彙
を
豊
か
に
す
る
一
助
を
な
し
た
の

で
あ
る
。
同
様
の
こ
と
は
形
容
詞
や
副
詞
に
つ
い
て
も
言
え
る
。

　
　
（
形
容
詞
）　

恩お
ん

で
も
な
い　

造
作
も
な
い　

名み
よ
う

聞も
ん

が
ま

し
い　

面め
ん
ぼ
く目
が
無
い

　
　
（
副
詞
）　
　

案
ず
る
に　

盛じ
よ
うに　

是
非
に　

無
私
に

な
ど
で
、
中
で
も
「
恩
で
も
な
い
」
は
狂
言
の
常
套
表
現
に
ま

で
な
っ
て
い
る
。

５
︱
４　

初
出
例
の
オ
ノ
マ
ト
ペ

　

オ
ノ
マ
ト
ペ
は
興
味
深
い
語
形
が
多
い
か
ら
総
て
示
し
て
お

く
。

う
か
ら
と　

う
っ
か
ら
と　

が
つ
が
つ　

き
か
と　

き
っ

と
し
た　

き
っ
ぱ
と　

き
ら
り
と　

ぐ
ら
ぐ
ら
と　

さ
っ

ぱ
と　

し
っ
と
と　

し
ろ
り
と　

す
き
と　

す
た
す
た　

す
っ
と　

す
ら
り　

す
ん
す
ん
と　

そ
っ
そ
と　

だ
く
だ
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く
と　

ち
っ
く
ち
く
と　

ち
っ
こ
と　

ぶ
ら
ぶ
ら　

ほ
っ

く
り
と　

む
か
む
か
と　

わ
じ
わ
じ
と

　

多
彩
だ
が
問
題
も
多
い
。
清
濁
表
記
の
乏
し
い
抄
物
で
は
、

日
国
の
掲
げ
る
語
形
が
必
ず
し
も
確
実
と
は
言
い
難
い
か
ら
で

あ
る
。
例
え
ば
、
日
国
が
「
き
ら
り
と
」
の
例
文
と
す
る

　
　

・
地
図
ノ
ヲ
ク
ニ
匕
首
ヲ
巻
キ
ソ
ヘ
タ
カ
、
発
ヲ
開
タ
ホ

ト
ニ
、
匕
首
カ
キ
ラ
リ
ト
見
ヘ
タ
ソ
。（
11-

81
ウ
６
）

が
、「
ぎ
ら
り
と
」
で
な
い
と
言
え
る
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
日

国
は

　
　

・
メ
ク
ハ
セ
ス
ト
云
テ
、
シ
ロ
リ
ト
ニ
ラ
ミ
見
ニ
ミ
ル

ソ
。（
11-

78
ウ
７
）

を
「
し
ろ
り
」
の
用
例
と
し
て
「
じ
ろ
り
」
に
同
じ
と
す
る
が
、

「
ニ
ラ
ミ
見
」
で
あ
れ
ば
「
じ
ろ
り
」
で
は
な
い
か
と
疑
わ
れ

る
。
同
様
の
こ
と
は
、「
す
ら
り
」
の
例

　
　

・
土
崩
ハ
世
界
カ
ス
ラ
リ
崩
ソ
。
瓦
解
ハ
チ
ツ
ト
破
ソ
。

（
14-

32
オ
５
）

で
、「
世
界
」（
地
域
）
が
崩
壊
す
る
様
で
あ
り
な
が
ら
、「
ず
ら

り
」
で
は
な
く
「
す
ら
り
」
で
あ
る
と
積
極
的
に
言
う
根
拠
が

あ
る
の
か
と
問
わ
れ
れ
ば
、
答
え
に
窮
す
る
で
あ
ろ
う
。

　

以
上
は
、
清
音
形
を
濁
音
形
か
と
疑
う
例
だ
が
、「
だ
く
だ

く
」「
わ
じ
わ
じ
」
の
例

　
　

・
心
動　

胸
カ
、
タ
ク
ヽ
ヽ
ト
シ
タ
ソ
。（
11-

77
オ
１
）

　
　

・
寒
心
ス
ル
ト
ハ
、
身
毛
モ
ヨ
タ
ツ
ハ
カ
リ
ト
云
心
ソ
。

寒
イ
時
、
ワ
チ
ヽ
ヽ
ト
振
フ
様
ナ
ソ
。（
11-

79
オ
11
）

も
、
仮
に
ロ
ド
リ
ゲ
ス
『
日
本
大
文
典
』（dacudacuto

）
や

『
日
葡
辞
書
』（V

agiuagito

）
に
用
例
が
な
か
っ
た
と
す
れ

ば
、
語
形
の
決
定
に
迷
う
所
で
あ
る
。

　

抄
物
に
は
多
く
の
オ
ノ
マ
ト
ペ
が
現
れ
、
そ
れ
が
抄
物
の
言

語
資
料
と
し
て
の
価
値
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
の
は
確
か
だ

が
、
語
形
の
認
定
の
問
題
や
、
個
人
的
・
臨
時
的
な
も
の
か
ど

う
か
と
い
う
判
定
も
難
し
い
の
が
実
状
で
あ
る
。
音
形
が
重
要

な
オ
ノ
マ
ト
ペ
に
つ
い
て
、
抄
物
の
例
の
み
で
論
ず
る
の
は
危

い
の
で
あ
る
。

６
．
日
国
に
お
け
る
用
例
配
列
の
問
題

　

最
初
例
、
一
般
例
の
語
に
つ
い
て
述
べ
る
こ
と
は
割
愛
せ
ざ

る
を
得
な
い
が
、
そ
れ
ら
を
分
類
す
る
と
き
に
抱
い
た
疑
問
に

つ
い
て
触
れ
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

　

本
調
査
で
は
、
初
出
例
や
最
初
例
の
認
定
は
辞
典
の
配
列
に

従
っ
て
形
式
的
に
行
っ
た
が
、
そ
こ
で
不
可
解
な
事
実
が
あ
る

の
に
気
づ
い
た
。
例
え
ば
、
本
抄
と
『
文
明
本
節
用
集
』
と
に

用
例
が
あ
る
と
き
、
本
抄
を
文
明
本
に
先
立
て
る
の
が
原
則
の

よ
う
だ
が
、
そ
れ
が
必
ず
し
も
徹
底
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

　

二
つ
の
文
献
名
を
重
ね
て
検
索
す
る
と
、
全
体
で
107
例
が
得

ら
れ
る
。
そ
の
う
ち
60
例
は
本
抄
が
先
だ
が
、
残
る
47
例
で
は

文
明
本
が
先
に
載
っ
て
い
る
。
し
か
も
、
そ
の
内
の
28
例
は
本

稿
の
調
査
結
果
に
影
響
を
与
え
る
可
能
性
が
あ
る
。

　

具
体
的
に
言
う
と
、
本
抄
を
文
明
本
に
先
立
て
る
と
す
れ

ば
、
次
の
25
例
が
一
般
例
か
ら
初
出
例
に
転
じ
る
こ
と
に
な
る
。

－ 13 －



片
反そ

る　

簡
易　

義
強ご
わ　

奇
兵　

強
国　

欣
喜　

勤
旧　

皷
す
る　

直
筆　

次
序　

親
し
ん
ず　

鴟
吻　

上
焦　

衰

世　

生す
ぎ
わ
い業　

適
意　

ふ
ぐ
り
風　

持
ち
来
る　

約
盟　

憂

思　

利
得　

流
落　

分
け
付
く
る

　

ま
た
、
次
の
３
例
は
最
初
例
と
な
る
。

　
　

絶
す
る　

暴ぼ
う　

無
理

　

３
節
で
述
べ
た
本
抄
が
日
国
に
提
供
す
る
初
出
例
の
数
は
さ

ら
に
増
す
こ
と
に
な
る
。

　

こ
れ
と
は
別
に
、
筆
者
に
は
気
が
か
り
な
事
実
が
あ
る
。
一

般
例
の
漢
語
の
中
に
、
初
出
例
が
『
本
朝
文
粋
』
1060
で
本
抄
が

そ
の
次
と
い
う
例
の
存
在
で
あ
る
。

驍
勇　

至
言　

獣
心　

諸
儒　

政
教　

繊
微　

退
居　

背

上　

扶
翼　

民
風

　

気
に
な
る
の
は
、
抄
者
桃
源
が
『
本
朝
文
粋
』
を
読
ん
で
い

た
ら
し
い
こ
と
で
あ
る
。

　
　

・
惣
シ
テ
日
本
ニ
文
粋
ト
テ
ア
ル
カ
、
皆
ヨ
キ
文
ナ
リ
。

ナ
ニ
ト
テ
、
今
ハ
ム
ケ
ニ
零
落
シ
ツ
ラ
ウ
ソ
。（
６-

79

ウ
～
80
オ
）

　

従
っ
て
、
前
記
の
漢
語
は
桃
源
が
『
本
朝
文
粋
』
か
ら
直
接

に
学
ん
だ
可
能
性
が
あ
り
、
だ
と
す
れ
ば
歴
史
的
な
意
味
で
い

う
第
２
例
と
は
い
さ
さ
か
事
情
が
異
な
る
の
で
は
な
い
か
。

も
っ
と
も
、
こ
れ
に
類
す
る
こ
と
は
『
続
日
本
紀
』
や
『
令
義

解
』『
菅
家
文
草
』
な
ど
と
の
間
で
も
見
ら
れ
る
か
ら
、
漢
語

の
淵
源
で
あ
る
漢
籍
類
を
介
し
て
本
抄
と
の
関
わ
り
が
生
じ
た

と
考
え
れ
ば
、
ひ
と
ま
ず
納
得
の
い
く
事
実
で
は
あ
る
。

７
．
日
国
に
お
け
る
『
史
記
抄
』
用
例
の
問
題
点

　

先
に
「
深
入
り
」
の
動
詞
形
「
深
入
る
」
を
誤
認
と
指
摘
し

た
が
、
そ
れ
に
類
す
る
誤
り
、
あ
る
い
は
疑
問
が
他
に
も
あ
る
。

　

ま
ず
は
、
本
文
の
誤
読
・
誤
認
に
よ
る
誤
り
と
思
わ
れ
る
例

で
あ
る
。
単
独
例
の
「
偽
り
計
る
」
は
、
例
文
を

　
　

・（
略
）
詐
り
は
か
り
て
は
誅
せ
ら
る
る
ま
で
て
あ
ら
う

す
か

と
す
る
が
、
原
文
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
　

・
詐
リ
ハ
カ
リ
テ
ハ
、
誅
セ
ラ
ル
ヽ
マ
テ
ヽ
ア
ラ
ウ
ス

カ
、
三
族
マ
テ
ハ
ト
思
タ
レ
ハ
、
詐
リ
マ
テ
ヽ
ハ
ナ
ウ

テ
、
結
句
、
謀
反
シ
タ
ホ
ト
ニ
、
ケ
ニ
モ
ナ
リ
。（
７

-

24
ウ
３
）

「
詐
リ
バ
カ
リ
」
と
「
詐
リ
マ
デ
デ
ハ
ナ
ウ
テ
」
を
対
比
し
た

文
で
、詐

り
だ
け
で
あ
れ
ば
、
本
人
が
殺
さ
れ
る
だ
け
で
あ
る
の

に
、
三
族
（
父
母
・
兄
弟
・
妻
子
）
ま
で
殺
さ
れ
た
の
は
、

詐
り
だ
け
で
な
く
、
結
局
は
謀
反
を
起
こ
し
た
か
ら
で
あ

り
、
尤
も
な
こ
と
だ
。

と
解
釈
で
き
る
。
つ
ま
り
、
助
詞
「
ば
か
り
」
を
動
詞
「
計
る
」

に
誤
認
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

同
じ
く
単
独
例
の
「
お
そ
悪
い
」
の
用
例
を

　
　

・
駑
下
は
、
い
や
し
い
お
そ
わ
る
い
馬
の
様
な
も
の
と
云

心
ぞ

と
掲
げ
る
が
、
正
し
く
は
、
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・
駑
下
ハ
イ
ヤ
シ
イ
才
ソ
。
ワ
ル
イ
馬
ノ
様
ナ
モ
ノ
ト
云

心
ソ
。（
11-

86
オ
10
）

で
あ
る
。
漢
字
「
才
」
を
片
仮
名
の
「
オ
」
と
誤
認
し
て
次
文

と
繋
い
だ
誤
り
で
あ
る
。

　

ま
た
、
初
出
例
の
和
語
に
「
湯
浴
び
」
が
あ
り
、
例
文
を

　
　

・
挙
と
は
取
あ
げ
て
、
養
て
湯
あ
ひ
せ
つ
な
ん
と
す
る
を

云
ぞ

と
す
る
が
、「
湯
浴
び
」
が
名
詞
だ
と
す
る
と
、
続
く
「
せ
つ

な
ん
と
す
る
を
」
の
解
釈
が
難
し
い
。
原
文
は

　
　

・
挙
ト
ハ
、
取
ア
ケ
テ
養
テ
、
湯
ア
ヒ
セ
ツ
ナ
ン
ト
ス
ル

ヲ
云
ソ
。（
11-

15
ウ
２
）

と
あ
っ
て
、「
湯
浴
び
せ
つ
な
ん
ど
す
る
を
」
と
解
す
べ
き
で

あ
る
。
動
詞
「（
湯
を
）
あ
び
せ
る
」（
初
出
例
に
近
い
。）
に
本
抄

で
常
用
さ
れ
る
例
示
的
用
法
「
～
つ
な
ん
ど
」
が
下
接
し
た
も

の
で
あ
る
。

　

単
純
な
誤
り
だ
が
、「
ち
ゃ
ち
ゃ
と
」
の
②
義
に
本
抄
の

　
　

・
節
と
云
は
、
竹
に
有
レ

節
様
に
、
あ
る
べ
い
処
に
ち
ゃ

ち
ゃ
と
、
一
て
ま
り
落
し
た
り
な
ん
ど
は
せ
い
で
あ
る

ぞ

を
引
く
が
、
正
し
く
は
「
チ
ヤ
ウ
ヽ
ヽ
ト
」（
16-

38
オ
10
）
で
、

日
国
の
「
ち
ょ
う
ち
ょ
う
（
丁
丁
）」
の
項
に
該
当
す
る
。
そ
の

②
義
に
土
井
本
『
周
易
抄
』
が
竹
の
節
に
関
す
る
比
喩
と
し
て

用
い
た
例
が
あ
る
。

　
　

・
節
は
、
竹
の
ふ
し
は
、
上
下
ち
ょ
う
ち
ょ
う
ど
そ
こ
そ

こ
に
節
義
が
あ
る
ぞ

　

本
抄
か
ら
「
ち
ゃ
ち
ゃ
と
」
の
例
を
引
く
と
す
れ
ば
、
次
が

あ
る
。

　
　

・
ア
ノ
様
ナ
者
ノ
ク
セ
テ
、
奇
特
ニ
先
ツ
云
フ
事
カ
、
チ

ヤ
ヽ
ヽ
ト
合
ソ
。（
８-

４
オ
２
）

　

誤
り
と
言
え
な
い
も
の
の
、
疑
問
が
残
る
も
の
が
あ
る
。

　

副
詞
「
ふ
つ
と
」
の
②
義
（
下
に
打
消
の
語
を
伴
う
陳
述
副
詞
的

用
法
）
の
例
に
、
本
抄
か
ら

　
　

・
三
女
が
あ
っ
て
、
密
康
公
に
奔
た
ぞ
。
奔
と
云
は
ふ
つ

と
康
公
を
憑
て
従
た
ぞ

を
引
く
が
、
下
に
打
消
の
語
は
見
え
な
い
。
本
抄
に
は
該
当
す

る
文
例
が

　
　

・
諌
タ
レ
ト
モ
、
フ
ツ
ト
キ
カ
マ
イ
ニ
キ
ワ
マ
ツ
タ
ホ
ト

ニ　
（
14-

70
オ
３
）

な
ど
14
例
も
あ
る
の
だ
か
ら
、
そ
れ
か
ら
引
く
べ
き
で
あ
る
。

　

語
釈
に
つ
い
て
は
、
辞
典
の
編
集
者
や
項
目
執
筆
者
の
見
識

に
よ
る
か
ら
、
そ
の
適
否
を
一
概
に
論
じ
る
こ
と
は
控
え
る
べ

き
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
に
し
て
も
、
い
さ
さ
か
首
を
傾
げ
た
く
な

る
も
の
が
あ
る
。

　

日
国
は
、
本
抄
の

　
　

・
時
坐
席
中
酒
酎　

ト
ハ
酒
ノ
最
中
ソ
。（
16-

52
オ
４
）

を
、「
さ
い
ち
ゅ
う
（
最
中
）」
の

③
義
「
最
も
勢
い
の
盛
ん

な
も
の
。
そ
の
仲
間
の
な
か
で
、
は
ぶ
り
の
よ
い
者
。」
の
例

と
す
る
が
、
疑
わ
し
い
。
日
国
で
は
史
記
原
文
を
読
み
下
し

て
「
時
に
坐
席
中
酒
に
し
て
酎
な
り
」
を
加
え
る
け
れ
ど
も
、
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「
酎
」
に
「
優
れ
た
酒
」
の
意
は
な
い
。
本
抄
に
は
、「
ま
っ
最

中
」
の
例
と
し
て
、

　
　

・
酣
ハ
、
酒
ノ
マ
ツ
最
中
ヲ
云
ソ
。（
11-

49
ウ
12
）

が
あ
る
。
こ
れ
に
倣
っ
て
先
の
例
も
②
義
の
「（
酒
盛
り
の
）
た

け
な
わ
」
で
よ
い
の
で
は
な
い
か
。

　

次
の
例
が
、「
さ
し
は
る
（
差
し
張
る
）」
の

義
「
で
し
ゃ

ば
る
。
さ
し
出
る
。」
の
初
出
と
さ
れ
る
。

　
　

・
サ
ノ
ミ
サ
シ
ハ
リ
テ
、
我
カ
マ
ヽ
ノ
ヤ
ウ
ニ
ハ
云
ワ
ヌ

ソ
。（
14-

31
オ
５
）

　

し
か
し
、
文
に
「
さ
の
み
…
…
云
わ
ぬ
ぞ
」
と
あ
る
よ
う

に
、
こ
の
「
さ
し
は
る
」
は
行
動
を
伴
わ
ず
、
単
に
声
を
上
げ

て
い
る
状
態
に
す
ぎ
な
い
。
日
国
の
「
は
る
（
張
・
貼
）」
の

①
義
に
示
す
様
に
、
謡
曲
な
ど
で
「
声
を
強
く
出
す
。」
に
相

当
す
る
。
行
動
を
伴
っ
て
「
さ
し
は
る
」
の
が
「
で
し
ゃ
ば
る

＜

出
さ
し
は
る
」
で
あ
ろ
う
。

　

最
後
に
、「
し
ゅ
く
じ
（
祝
辞
）」
を
「
祝
い
の
気
持
ち
を
述

べ
る
こ
と
ば
」
と
し
て
、
本
抄
の

　
　

・
某
事
某
事
ニ
依
テ
、
祝
辞
カ
カ
ワ
ル
ソ
。（
17-

44
オ
11
）

を
初
出
例
と
す
る
が
、
こ
の
直
前
の
文
が

　
　

・
自
此
以
下
モ
、
皆
卜
ス
ル
ト
キ
ノ
祝
辞
ト
モ
ソ
。

（
17-

44
オ
10
）

で
あ
る
よ
う
に
、
本
抄
の
「
祝
辞
」
は
総
て
卜
筮
（
占
い
）
の

文
脈
に
現
れ
る
。
つ
ま
り
、
今
日
の
「
祝
辞
」
と
は
違
っ
て
、

占
い
事
と
し
て
唱
え
る
言
葉
な
の
で
あ
る
。

８
．
ま
と
め

　

本
稿
で
は
、
室
町
時
代
の
前
期
抄
物
を
代
表
す
る
『
史
記

抄
』
の
語
彙
的
性
格
を
、『
日
本
国
語
大
辞
典　

第
二
版
』
に

お
け
る
用
例
の
在
り
方
を
通
し
て
考
え
て
み
た
。

　

そ
の
結
果
、
本
抄
が
多
く
の
単
独
例
、
初
出
例
、
最
初
例
の

典
拠
と
な
っ
て
い
る
事
実
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
、
中
世
語

彙
資
料
と
し
て
重
要
性
を
改
め
て
示
す
こ
と
が
で
き
た
。
論
中

で
は
触
れ
な
か
っ
た
が
、「
帯
解
き
広
げ
」
の
よ
う
に
本
抄
を

初
出
と
す
べ
き
語
は
少
な
く
な
い
が
、
そ
れ
ら
の
指
摘
は
別
の

機
会
を
得
た
い
。

　

日
本
語
史
の
立
場
か
ら
言
え
ば
、『
史
記
抄
』
に
初
出
例
が

多
い
こ
と
は
、
必
ず
し
も
誇
る
べ
き
こ
と
で
は
な
い
。
室
町
時

代
初
期
（
14
世
紀
～
15
世
紀
初
頭
）
の
口
頭
語
資
料
が
欠
如
し
て

い
る
実
態
の
反
映
と
認
め
ざ
る
を
え
な
い
か
ら
で
あ
る
。

（
注
）
本
稿
は
2014
年
12
月
６
日
に
開
催
さ
れ
た
島
根
大
学
法
文

学
部
国
文
学
会
に
お
け
る
同
名
の
講
演
を
改
稿
し
た
も

の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
本
学
教
授
）
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